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表紙の写真：

インドネシア･ニアス島地震緊急救援

活動　巡回診療

　３月２８日にスマトラ沖で発生したマグニチュード8.フの大地震

は、インドネシア・ニアス島に大きなダメージを与えました。

　先の津波被災地への復興支援を開始しようとしていた矢先の出来事

でした。

　ＡＭＤＡ本部ではインドネシア支部とともに医療チームを派遣し、

ニアス島で最大の病院であるグヌンシトリ総合病院で被災者への緊急

整形外科手術や応急処置を行いました。

　電気や水道などのインフラが壊滅状態であったため､手術は困難を

きたしましたが､スタッフの様々な工夫により､負傷者の処置を行い

ました。

　また、巡回診療を行い、支援物資も配布しました。

　日本からの派遣者､津曲医師と小堀看護師は､水の不足が治療の一

番の妨げであり､島民の生活基盤でもある水道の､一日も早い復旧の

必要性を報告しました。

　AMDAチームは、グヌンシトリ総合病院のスタッフの方々の復帰を

目途にニアス島での緊急救援活動を終了します。

　今後はインドネシア･バンダアチエにおける復興支援を開始してい

きます。

　スリランカ、インドにおいても同じく復興支援活動を開始します。

引き続きご支援をお願いいたします。

　　　　　　　　　募金のお願い

　AMDAでは皆様のご支援をお願いしております。

郵便振替　口座番号　01250-2-40709　ロ座名｢AMDA｣

※通信欄に｢インド洋津波｣とご記入下さい。

　　医薬品をインドネシア・

　　スマトラ島バンダアチェヘ

　AMDAは､AMDA沖縄支部の呼びかけでご提供い

ただいた医薬品（胃腸薬、抗生剤、健胃消化剤など）

を、４月１日、インドネシアの地震･津波被災地バン

ダアチエにあるザイナルアビディン病院へ引き渡し

ました。

　同病院のルス・ムナンダール院長は、「AMDAから

の寄付は大変喜ばしく、感謝しています。今後とも

友好的な関係を築いていきたいと考えております。

また、先日の地震で被害の大きかったニアス島に必

要な医薬品があれば送りたい｡」とのコメントを寄せ

ました。

＜ご提供いただいた企業＞

　株式会社那覇薬品様　　株式会社南西薬品様

　株式会社琉球光和様　　大洋薬品工業株式会社様

　ニプロファーマ株式会社様　有限会社だるま商事様

＜輸送ご協力＞

　国際移住機関（IOM）様

　日本トランスオーシャン航空株式会社　様

　　　　　　　　　　　　　　　　（五十指順）

　書き損じハガキを集めています

＊書き損じのハガキ、未使用の切手・ハガキ、各種

　プリペイドカード等がありましたら、AMDAにお

　送り下さい。

＊使用済テレホンカードは収集しておりません。

【送り先】岡山市楢津310-I　AMDA事務局

※お問い合せは、TEL　086-284-7730

　　　　　　　　　FAX　086-284-8959
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インドネシア･ニアス島地震緊急救援活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査、巡回診療の準備業務に従事した。

ニアス島でAMDA緊急医療支援実施　　同様の支援物資はさらに４日、ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インドネシア支部の医師とともに､約

　阿びスマトラ沖で3月28日に発生し

た大地震による最大の被災地インドネ

シア・ニアス島に､ＡＭＤＡインドネシ

ア医師団5名が31日到着し、中心部巾

グヌンシトリにあるプスケスマス（保

健所）にて緊急外科手術など医療支援

を開始した。

　輸血が必要な重症患者などはシボル

ガやメダンなどへ移送されていた｡現

地からの報告によると、医師や看護師

など医療従事者が不足している他､車

両とガソリン､発電機､医薬品､医療消

耗品､食料､水などが求められていた。

　中継地となるスマトラ島･メダンに

31日州到着した松永一訓整員は､メダ

ン総領事館橋廣治総領事に面会し､今

後の活動に対して支援のご協力をお願

いした。その後、医薬品・医療消耗品

など支援物資や生活物資の購入､派道

者の受け入れ準備などに従事した。４

月２日、松永一調整員とＡＭＤＡインド

ネシア支部の医師は、医薬品、医療消

耗品、ガソリン、発電機、水や食料な

どの支援物資を積んだ車輛2台で、ス

マトラ島･メダンから輸送拠点となっ

ているシボルガ（ニアス島対岸）へ陸

路で向かい、３日に到着、直ちに、医

薬品、医療消耗品、ガソリン、水や食

料などの支援物資（約２トン）を積ん

だ車輛２台の受入れ､現地のニーズ調

４トン到着した。

＜物資調達ご協力（メダン）＞

株式会社セツョウアステック様代理店

のメダン支店

（FLKRIDA PUJIMULYO LESでrARI）

General Manager Ms.Pauliana,SE

　また、４月１日、AMDA本部から派

遣された津曲医師と小堀看護師がイン

ドネシア空軍の小型機でニアス島に到

着し、緊急手術と応急手当を開始し

た｡二人は先に到着していたAMDAイ

ンドネシア医師団とともに、グヌンシ

トリ総合病院（ニアス島で一番大きな

病院）で、指に大けがをした女性の手

術を行った他､次々に運び込まれてく

る外傷患者の治療に従事した。電気、

水道などインフラが壊滅状態で､応急

処置以卜は困難な状況であった。

　今回のＡＭＤＡ多国籍医師団は､グヌ

ンシトリ総合病院に滞在し､支援活動

を実施。同病院は､AMDAインドネシ

ア医師団の団長を務めている外科医の

パトゥルーシ教授の指揮の下､外科の

機能復興､システム再構築にも尽力し

た。

　３日、パトゥルーシ教授はヘリコプ

ターでニアス島北部に向かい､診療を

行った。６日からは、中心都市グヌン

シトリ近郊の山間部､AMDAが活動拠

点としているグヌンシトリ総合病院か

ら自動車で約20分の所に位置してい

るデサ･ディマで巡回診療も開始した。

　呼吸器疾患､塩分の摂取過多による

高血圧症の患者が多く、また、ほぼ全

員に寄生虫、貧血、そして関節炎の症

状があり、中には結核の疑いのある患

者もいた｡診療した患者数は101人で、

ビタミンＡの欠乏等､栄養のかたより

も見受けられたため､子ども全員にビ

タミンＡカプセルを配付した。

＜ニアス島への派遣者＞

松永　　一　　調整員　AMDA本部職員

津曲　兼司　　内科医　医療法人アスカ会

　　　　　　　ＡＭＤＡ緊急救援医療事業シニアアドバイザー

小堀他涼子　　看護師　医療法人アスカ会

ＡＭＤＡインドネシア医師団　計７人

　　　　団長：イドラス・パトゥルーシ

　　　　　　　ハサヌディン大学医学部教授、外科医・麻酔科医
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ヌマかラ沖地震･津波緊急救援活動

緊急救援から復興支援に向けて
　(インドネシア)

調整員　金山　夏‾f

はじめに

　１月６日、津波から11日が過ぎよう

としていたその日の午後､私はＡＭＤＡ

の調整員として、約３ヶ月間の緊急医

療支援活動の拠点となるバンダアチェ

市内ザイナルアビディン病院へ到着し

た。一回目の派遣期間は１月３日から

24日までの22日間、日本への一時帰

国を経ての二回目の派遣が2月13日か

ら３月25日までの41日間、更に今回、

三回目の派遣のため４月６日に日本を

出発した｡活動を開始した1月当初､汚

泥と瓦瞳に覆われた市内で民家や商店

は閉ざされ､津波の傷跡が町と人の心

に｢あきらめ｣となって残っていた｡わ

ずか２ヶ月余りで市や病院の機能がこ

れほどまでに回復するとは誰が当時想

像できたであろう。インドネシアの人

々と国際社会による協力の賜物である

に違いない。そして､AMDAもその協

力に重要な役割を果たしたのである。

　津波の直後､ザイナルアビディン病

院の支援に駆けつけた最初の支援機関

として､AMDAインドネシア支部の医

師たちは自ら医療活動を行うのみなら

ず､病院支援を申し出る各国の衛生軍

や国際機関、ＮＧＯをコーディネート

する中心的な役割を果たしていた。そ

のＡＭＤＡインドネシア支部を支援す

るため、各国支部から派遣された

ＡＭＤＡ多国籍医師団の医療スタッフ

は､それぞれの経験と専門分野を活か

した適所に配置され､病院や避難民キ

ャンプでの支援活動を開始する。

　インドネシア政府が国際支援活動を

認めるために設けた緊急フェーズの３

一 一 一 一

-”_ぢ恥こい

ヶ月間､AMDAは常にインドネシア政

府と国連機関（医療に開してはWHO

/UNICEF）との連携を「リーダーシ

ップヘの協調」として、またＡＭＤＡイ

ンドネシア支部と地元コミュニティー

との繋がりを「パートナーシップの尊

重」として重視した。従って、混沌と

した状況のﾄﾞ､凄まじい連さで展開さ

れる緊急支援活動のさなかにあって

も、その時その都度、政府や国連が何

を優先課題とし、ＮＧＯに何を期待し、

そしてコミュニティーが何を必要とし

ているのかを活動内容決定の基準とす

ることができたのである。その結果、

12月27日から３月24日まで一貫して

継続された支援活動は､状況に応じた

四段階に区分される。緊急支援物資の

調達と配布及び病院内での医療活動を

中心とした第一段階､巡回診療と感染

症予防を重視した第二段階､医療活動

と併せ遠隔地の状況と医療ニーズの調

査を実施した第三段階､社会活動や医

療知識の教育活動等を含む支援活動へ

と発展させた第四段階である。今回は

特に、第二、四段階の報告に重点を置

かせていただきたい。

　　　　　第三段階

現地における医療ニーズの調査

　第二段階においてUNICEFと協力

し展開していたはしかワクチンの予防

接種活動を終え、アチェ人の看護師を

迎えたAMDA多国籍医師団（インドネ

シア・ネパール支部、本部）は、バン

ダアチェ市と周辺のアチェブサール県

を中心に巡回診療を行っていた。　市

内中心部における病院の機能が回復し

　　　　外来数が増加する一方、交通
|

………｡　｡』-.j 手段の不備から市郊外の住民

に対する医療サービスが決し

て十分ではなかったためであ

る。アチェ州全体では緊急支

援活動が終局を向かえ、復興

支援への移行がしきりにアピ

ールされていたが、バンダア

チェ市内でさえ緊急フェーズ

から復興支援へと発展させる

速度には地域差があり、コミ

ュニティー間には支援のギャ

ップが生じていた。そのよう

な問題は遠隔地でより深刻であること

が予想されたため､ＡＭＤＡとして緊急

支援活動フェーズの最終月である３月

の活動内容の一つに､支援の地域差を

埋めるためのフォロー・アップという

意義を込めた遠隔地での活動実施を決

定した。その候補地の選定には、

ＡＭＤＡのパートナーとして協力関係

にあったスラウェシ・スルタン（イン

ドネシア西部のスラウェシ島マカッサ

ルから派遣されている支援組織）や国

連機関からの情報を元に､東海岸ピデ

ィ県ジャンカブヤ、スマトラ島の北に

位置するサバン島、西海岸アチェ・ジ

ャヤ県サンポイニエッの３ヶ所に決定

した。以下が調査結果の要点である。

《ピディ県ジャンカブヤ》

　津波の直接的被害を受け避難民が発

生したが､慢性的貧困､地理的条件､反

政府ゲリラの独立アチエ運動(GAM)

に関するセキュリティーの問題から、

津波後も十分な国際支援を受けること

ができなかったため､避難民キャンプ

での巡回診療が必要であった。

《サバン島》

　局地的な津波の被害を受け避難民が

キャンプでの生活を継続していたが、

国際ＮＧＯが提供してきた医薬品に関

する誤った噂や認識があったため､医

療トレーニングが必要とされた。

《アチエ・ジャヤ県サンポイニエッ》

　西海岸において最も深刻な津波被害

を受けた地域の一つであったにも関わ

らず、交通経路の遮断とGAMに関す

るセキュリティーの問題から支援活動

が困難な地域であった。特に、歯科医

と眼科医のニーズが非常に高かった。

　　第四段階：

遠隔地での支援活動

　遠隔地では、ヘリコプターやボート

といった交通手段の確保、他のＮＧＯ

が地域にもたらした医療支援に対する

偏見や誤解、外国からのＮＧＯとイン
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ヌマかラ沖地震･津波緊急救援活動

ドネシア側からのNGOとの間におけ

る方針の行き違い等､活動に際し運営

Lの問題に多々直面したが、どのよう

な場合においても、その地の慣習を尊

重し関連アクターが互いに納得する対

話を通じた活動運営をＡＭＤＡは目指

してきた。他のNGOとの協力による

情報交換や交通手段の共有､合同診療

といった､バンダアチエ巾のような中

心部では見られないような活動形態

は､そこで得ることのできた経験の一

つと言えよう。

　各地において避難民キャンプを中心

に巡回診療を行い､皮膚疾患がどの地

域でも多く見られたが､その原因や解

決には衛生環境も関わってくることか

ら、必要性に応じては衛生問題に関す

　　　　　　　　　　巡回診療

るトレーニングも行った｡西海岸のサ

ンポイニエッでは、アチエ・ジャヤ県

全体で歯科医が不在ということから、

歯科医と眼科医のニーズが大変に高

く、インドネシア人の専門医を派遣し

仮設診療所での集中的な活動を実施し

た。やはり津波後、これまでにないほ

どの数と種類の医薬品がコミュニティ

ーに入り込み正誤の情報が入り乱れて

いたため、コミュニティーに頻繁にみ

られる疾患と投与すべき薬に関するト

レーニングヘの要望が高く、村長や避

難民キャンプ･リーダー、地域の母親

を対象にした医療知識の教育をジャン

カブヤとサバン島において実施した。

　　　　　第四段階

ソーシャル･アクティビティー

　遠隔地における医療ニーズの高さと

は対象的に､バンダアチエや周辺のア

チエ・ブサール県では巡回診療の際、

疾患を訴える患者数が低下し､健康診

断や精神的な問題を訴えるケースが増

加していった。また同時期、WHOと

UNICEFが精神ケアや避難民キャンプ

４　ＡＭＤＡＪｏｕｍａｌ２００５ｊ

でのソーシャル･アクティビティーを

実施する重要性を訴え始めていたが、

これは、津波から２ヶ月が経過し、定

着しつつあるキャンプ生活において持

て余す時間が増え、トラウマやストレ

スが精神不安定の要素になりうるとい

った点を問題視しての対策であった。

そのような状況を受け､ＡＭＤＡとして

もバンダアチエ巾とアチエ・ブサール

県内での巡回診療を終え、二つのソー

シャル･アクティビティーを実施した。

《移動図書館》

　ＡＭＤＡがこれまで巡回診療で訪問

していた避難民キャンプや村､またそ

の地域の子供たちが通う学校へ移動図

書館として訪問することを立案｡現地

の価値観や宗教観を尊重す

る上でアチエ人のスタッフ

が図書館の本を選定し、各

コミュニティーとの連携に

奔走した。常時約250冊以上

の本を用意し、活動を終了

4･‘　した３月24日にはコミュニ

……;万ティーヘ寄贈した。

《PYP : Persahabatan-Yujo

Project》

　Persahabatanとはアチェ

語で友情という意味である

が、この名前が示すように

PYPは、アチエと日本の子供たちが絵

やメッセージ､写真の交換を通じて励

まし合い､友情を育む機会を提供する

ことを目的とした。アチエの小学校と

避難民キャンプを訪れ､日本には地震

や津波の被害が多く、同じような問題

を抱え乗り越えてきた子供たちがたく

さんいることを紹介する。また、阪神

大震災で被害者となられた日本人の学

生を招待し体験談も語られた。それを

受け、日本の子供たちへのメッセージ

としての絵が描かれ大阪と岡山の小学

校へ届けられた｡そこにおいても今回

の津波被害に関する学習合が行なわ

れ、アチエからの絵のお返しとして、

目本の子供だちから励ましの絵が送ら

れた。それらがアチエに届けられ、再

びアチエの小学校と避難民キャンプを

訪問し、日本からのメッセージとして

届けることができたのである。

　自分たちの絵が日本の小学校で紹介

されている写真を目にしたアチエの子

供たちは、大喜びで自慢し合い、返事

として届けられた日本からの絵に見入

っていた｡その心の中で､｢自分たちの

辛い思いを分かろうとしてくれる友人

　　　　友情プロジェクト（PYP）

が日本にもいる。アチエにいる自分た

ちは一人で苦しんでいるんじやない｡］

と感じてくれていることを願わずにお

れなかった。

　　　　　　　終わりに

　緊急支援活動としての３ヶ月が過ぎ

ようとしていた３月24日、AMDAも

全ての短期プログラムを一切無事故で

終ｆすることができた｡一緒に活動を

したアチエ人のスタッフはいつもこう

口にしていた汀国際支援がなければ、

私たちは何をすることもできなかっ

た。たくさんの人々がたくさんの国か

ら来てくれたおかげた」と。ヘリコプ

ターとボートを乗り継ぎ活動した地域

の避難民や住民は、こう言葉をかけて

くれた。「ＡＭＤＡは我々の要望を聞い

てくれた。こんな所まで来てくれてあ

りがとう」と。しかし、全てを失った

状況においても、再び立ち上がろうと

する人間の強さを教えてくれたのはア

チエの人々だ。人は強い。前に進もう

とする力を､最大限に応援し支える我

々も強くなければ。「困った時はお互

い様」というＡＭＤＡの心で、アチエの

人々と同じ視線で立とうとする時、

「届けられる支援物資且提供されるサ

ービス」という枠を超え、その応接し

たい気持ちが真っ直ぐに通じるという

ことを学んだ３ヶ月であった。

　この４月、ＡＭＤＡは長期支援復興の

立案にとりかかる。難民キャンプや村

の人々の隣にいる気持ちで、「彼らが

何を望んでいるのか」「彼女らのため

にできることは何か」、その視点を見

失うことなく引き続き取り組んでいき

たい。



岡山･ジャカルタ

　　　　怒涛の日々が始まる

　2004年12月26目夕刻。スリランカ、

インドネシア、インドで緊急救援活動

実施決定。

　私たち岡山の本部スタッフは、

ＡＭＤＡ各国支部や世界各国からの派

遣決定者・予定者・希望者とＥメール

や電話でやりとりをしつつ､決定者の

航空券と滞在先の手配をし､医療消耗

品や支援物資など日本人派選者の持参

物の購入・パッキングを行い、保険会

社と契約を行う。そして、現地からの

報告を元に､報道機関と関係機関向け

の速報を作成しFAX配信をする｡続け

てメルマガ原稿を作成して送信し、ホ

ームページにアップする。同時に英文

翻訳して海外の関係機関に送信｡派道

者の帰国後は、記者会見を行い、経費

精算をチェックする。この他にも状況

に応じてしなければならないことが数

多くある。現地の状況、ニーズは刻々

と動くので､随時ミーティングで意思

疎通を図り、新規事項を決定する。お

正月返上で取り組み､インドネシア･二

ロジスティックス(後方支援)の現場から

AMDA広報室　　奥谷　充代

「ASEAN主催緊急首脳会議」会場で、地元

新聞社に取材される筆者（右）

逢沢外務副大臣（左から６番目）をご案内

する小林真理AMDAボランティア（右端）

アス島への緊急救援を実施している現　ｌ

在まで続いている。

　１月１日夜、私も急きよ後方支援の

ためジャカルタヘ派遣されることが決

まった。業務を引き継ぎ、同じ日に出

発する2名と自分の航空券及び滞在先

のホテルを予約し、フリーメールを取

得｡その後大阪の実家に寄って荷物を

まとめて､３日関西空港14:40発の飛行

機で向かった。

“Perfect!”“No problem!”

　　　「大丈央です！」

　ジャカルタでの主たった業務は、ド

記である。（1月３日～10日）

1.派道者の渡航準備（ＡＭＤＡの活動

全般や注意事項を説明、ジャカルタ空

港と滞在ホテル間の送迎､ジャカルタ

⇔活動地バンダアチエの航空券手配と

購入、医薬品や生活物資購入他）

1/6　日本人医師１名と調整員２名

1/7　AMDAカンボジア支部医師２名

1/9台湾支部看護師１名、カナダ支部

医師１名・看護師２名が出発。早朝6:

20発の飛行機だったため､4:00ホテル

医療品を調達するAMSA医学生

　　出発前､報道機関からのインタビュー

　　に答える諏原日出夫調整員

発！3:00に起き、荷物を確認し笑顔で

見送った。カナダチームのおほめの言

葉は、“Perfect!”。　台湾は「大丈夫で

す！（彼女は日本語と英語が堪能）」。

カンボジアぱNo problem!”。 いたら

ぬことも多々あったろうに、お国柄や

人柄がしのばれる励ましで､疲れも吹

っ飛びうれしかった。

2.本部と現地活動地との連絡調整、

日本総領事館への報告

　飛行機は12～15時間遅れに遅れ､電

話が通じない。大幅に遅れているの

か､事故や犯罪に巻き込まれたのか判

断に窮する事態に何度も直面し､恐怖

だった。

3.「ASEAN主催緊急首脳会議（津波

会議）］のプレス会場でPR活動

　事前登録はしていなかったのに、セ

キュリティの厳しい会場になぜか入る

ことが出来た。日本だけでなく、BBC

やAP、アルジャジーラなど外国の報

道機関､高島肇久外務報道官はじめ外

務省関係者にＡＭＤＡの活動を記載し

たリリース（英語／日本語）を手渡し

PRした。逆に地元の新聞社編集長か

ら私たちAMDAチーム（カンボジア支

部医師２名・台湾支部看護師・私）が

取材を受けた。

ローカルイニシアティブ（現地主義）

の大切さを実体験した

　一般的な手術や治療が出来るよう適

切に選ばれ品々を携帯したカンボジア

人の医帥たちは､15時間遅れの到着後

活動地にある医薬品や医療消耗品をチ

ェックし、直ちに診療に携わった。カ

ルテなど印刷物を準備できないので、

｢はしかワクチンを接種した子どもに

はマニキュアを塗る｣。漏れ間くエピソ

ードに胸が無くなった日々でもあった。

　AMSA(Asian Medical Student's

Association)インドネシア支部の医学

生たち、ジャカルタ在住のAMDAボラ

ンティアの小林真理さんには大変お世

話になった。インドネシア語が出来な

い私だけで医薬品や物資を購入し､急

なスケジュール変更に対応…ゾッとす

る。ローカルイニシアティブ(現地主

義)の大切さを実体験した日々でもあ

った。

　　　中長期の復興支援活動へ

　これからは､保健医療支援及び心の

ケアを目的としたコミュニティセンタ

ーの建設運営､医療従事者の人材育成

など復興支援プロジェクトの実現に全

力で取り組みます。引き続き、皆さま

のご支援をお願いいたします。
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ネパールの今

どっ こい、ネパールの人たちはがんばっています

　　　　　　AMDA職員中嶋秀昭

　ヒマラヤ山脈は変わらず美しくそび

えたっているのに、その足元では人々

が争っています。ネパールでは、国王

とその息のかかった政府、野党、野党

の一部であるが､政府に対する武力闘

争を行っている毛沢東主義派反政府勢

力（通称マオイスト）が三つどもえの

争いを続けているのです。

　1996年以来､各地で散発的に起こる

政府とマオイストとの衝突により、こ

れまで、１万人以上の人命が失われま

した。その大半は、政府軍・マオイス

ト双方の兵士なのですが、巻きぞ

えになった人々も多くいます。両　く

者は停戦合意を行ったことがある　ノ

のですが､2003年8月にマオイスト

がこの合意を破りました。そして、

今年１月まで両者の間で再合意ま

での努力が続けられていたのです

が､結局､至らず､報道でご覧にな

った方も多いかと思いますが､２月

１目、国王が内閣を解散、全権力を

掌握して、「非常事態宣言」を発し

ました｡それまで､国王は内閣にマ

オイストとの交渉を任せ、停戦合

意を得た後､長年､行われていなか

った総選挙の実施を実現しようと

していたのですが、状況の進展は

まったく見られませんでした。そ

こで、国王はとうとう業を煮やし

たということなのです。今後、3年

以内の総選挙の実現を目指し、国≪………;

の舵取りを行っていくということ1自胞

です。　　　　　　　　　　　　　詑=ご

　私は３月28日に、ほぼ１年ぶり

にネパール子ども病院のある西

部･ブトワールに到着しました。日

本での報道により想像していたの

とは異なり、1年前と変わった様子は

見られませんでした｡ネパール子ども

病院のスタッフも変わらず、元気に、

精力的に、地元の女性たち、子どもた

ちのためにがんばっています｡患者へ

のサービス、病院運営の向上のため、

ネパール子ども病院では以下のような

ことを行っていました。

1.待合スペースを広げるため､受付カ

　ウンターを奥に移動。

2.混雑の緩和のため、同じスペースに

6　Å/呪)丸/θ1zry7α/2θθj.j

　あった産婦人科外来と小児外来のう

　ち、小児外来を別の場所に移設。

3.小児外科医を採用､中断していた小

　児外科手術の再開（ちなみに、ネパ

　ール国内で小児外科手術を行える病

　院はほとんどありません）。

4.薬局にコンピューターを導入､売り

　上げ・在庫管理が容易になった。

5.機材の在庫管理にもコンピューター

　を導入。

6.駐車場を設置｡患者や家族が病院に

　来やすくなり、駐車料金を徴収する

　ことで､病院運営の安定化のための

Hea仙Advancementthrou油Sus屈nable

Empowerment）があります。この活動

では、依然、多くの子どもたちの主要

な死に原因となっている下痢､肺炎な

どの疾病の予防を図ったり、妊婦にと

って同様の異常出産､合併症などを防

いだり、これらへの初歩的対処を行

い、この対処が困難な場合はすぐにネ

パール子ども病院への搬送を行うた

め、女性たち・子どもたちへの啓発を

行っています｡具体的には、（１）地域

の女性グループの中からボランティア

を選出し､彼女たちに対して保健衛生

に関するトレーニングを実施､終

臼変、彼女たちが他の女性たちに

知識を伝えていく、（２）女性たち

が保健衛生に関する知識を習得す

るのに困難をきたしているのに

は、その多くが字の読み書きがで

きないということがある（ネパー

ル全土における女性の非識字率は

７割以上。村落ではさらに多くの

割合の女性たちが字の読み書きが

できないと想定される）。この状

況を打開するための識字教室、

ネパール子ども病院での乳児健診（身長と体重の測定）　（３）母子保健に関する科学的根

､ヽ　　　　　　　　　　　　　　　、拠に基づいた教育を受けたことが

　｀;I゛J斧丿呂|｀曹=l゛2こlll゛s゛ﾐ叉ヽ’｀J_-＿?゛1｀回胆．則陽回I　天頂　ない伝統助産婦に対してトレーニ

　　　　　　　　”　　W---〃　　　　　　|-ゝ1.　　　　　　　　　　　　　　　　　　-－-
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▽ングを行い、地域の母子の健康を

向上させる担い手となってもら

う、（４）学校児童･生徒の何人か

に保健衛生に関するトレーニング

を実施、他の児童・生徒たちに伝

えてもらう。（１）の学校児童･生

徒版、という活動を行っていま

す。

トレーニングを修了し、ユニフォームであるサリーを

羞た保健衛生啓発ボランティア達

　　収入確保につなげている。

　　以上は小さな変化かもしれません

　が、ビーマル院長が変わらぬ熱意をも

　って、病院をもっとよくしていきた

　い、これにより、もっと患者のために

　なりたいと力説するのを見て、とても

　うれしく思いました。

　さて、これまでも何度かお伝えして

きましたが、ネパール子ども病院の周

辺村落における重要な活動として､保

健衛生啓発活動（PHASE : Primary

　今回もいくつかの村落を訪問し

ました。ちょうど、上述（１）の

ボランティアヘのトレーニングの

修了式に立ち会い､ユニフォームとし

てサリー（ネパール女性の伝統的衣

装）を手渡しました。写真でご覧いた

だけるように､彼女たちの目は輝いて

います。自分たちは選ばれたんだ、ほ

かの女性たちのためにがんばるんだ、

というプライドが感じられます。

　また、識字教室でも、女性たちは目

を輝かせていました｡これまで文字が

読めず、何もわからなかった状態か

ら､ある参加者の言葉を借りれば､「目



識字教室（習った字を先生が朗誦し､これを書き取る）

が問いていく」ということです。文字

の読み書きを当たり前に行っている私

にとっては、いつこの教室を訪れて

も､新たな知識の習得はなんと喜ばし

いのだろうと感じさせられます｡私た

ちが子どもの頃､字の読み書きができ

るようになりたいと思っていてもまま

ならず、小学校に入って文字を覚え、

いろいろなことが分かるようになって

いった喜びに近いものなのでしょう

か。ただ、ネパールではこの「ままな

らない」状態が多くの人々の人生の長

きにわたって継続していることが大き

な問題です｡他の参加者からは､「これ

まで字が読めなかったために､だまさ

れてきた。これからはもうだまされな

い」「夫がインドに出稼ぎに行ってい

るのだが､これまで夫からの手紙を読

むのも、夫に手紙を出すのも、ほかの

人に頼まなければならなかった。で

も、これからは自分でできる」という

声を聞きました。

　そして、トレーニングを受けた伝統

助産婦の女性たちもがんばっていま

す。毎日、近所の妊婦を訪問し、日常

の栄養、妊婦健診の受診､衛生環境の

向上の大切さなどを説いています｡そ

して、安全な出産介助を行い、異常時

には即座に正しい判断を行って､妊婦

をネパール子ども病院に搬送するので

す｡まだまだ多くの人々が伝統的な考

え方に縛られており、活動が困難なこ

ともありますが､助産婦たちは奮闘し

ています。

　「ああ､ほんまにみんな､よおがんば

ってるなあ」（関西人なので関西弁で

す）・‥と思っていた矢先、ブトワー

ルでは爆破事件が起きました。３月29

日正午、街中の商店が爆破され、７人

が負傷、うち３人が首都・カトマンズ

に搬送されました。もう1件、起こっ

たという未確認情報もあります｡いず

れも、マオイストによるものと見られ

妊婦を訪問している伝統助産婦（右）

ています｡イラクでの突然の自爆テロ

などとは異なり、マオイストによる爆

破は事前予告があるという良心的？な

ものなのですが､逃げ遅れた人々はと

きに甚大な被害を被ります。このよう

な人々が、最初に述べた「巻きぞえに

なった人々」に含まれるのです…。

　そして、マオイストはまた、たびた

び住民にゼネスト（「パンダ」：政府へ

の抗議を示し､政府との有利な交渉を

図るため、住民に商店の閉鎖、救急車

両を除くいっさいの車両の運行の禁止

を呼びかけるものです。これに反した

場合、焼き討ちに遭うことがあり、住

民側も協力して自粛するケースが大半

です）を呼びかけるのですが､４月３日

からは10日間程度の予定のパンダが

始まりました。村落を訪問した際、い

たるところにマオイストが住民にこの

バンダヘの協力を呼びかけるビラを貼

っていました。内容は、「今、この国は

生みの苦しみにある｡容易に新しい命

を生み出すために､皆にパンダに協力

してほしい］というものだということ

です。これに対し、政府は、マオイス

トとの連絡を絶つために村落の電話回

線を遮断していると聞きました｡急病

患者､病院への搬送が必要な出産など

に影響が出ています｡政府とマオイス

トとの戦いを身近に感じました。

　パンダは、PHASEの活動を計画通

り実施するのを困難にしています｡ス

タッフ自身の安全のため､パンダ中は

村落に出かけられません。しかし、そ

の間に計画の修正や練り直しを行っ

て､活動をよりよいものにしようとし

ています。しかし、何よりも、人々の

健康への影響(病院での診療が必要な

人々が交通手段･連絡手段を断たれる

ために、それを受けられない)、また、

たった1日のパンダによっても日銭を

稼ぐことができなくなる多くの人々の

ことを思うにつけ､怒りと悲しみがこ

バンダヘの協力を呼びかける

マオイストのビラ

み上げてきます。それでも、人々はや

さしく、突然､来訪した外国人である

私を温かく迎えてくれました｡彼らに

私たちへの期待と感謝があるといえば

そうでしょう。しかし､彼らを見て､困

難な状況にありながらも、ある程度。

これを仕方がないものと受けIﾄめ、日

常の生を淡々と生きていこうという姿

勢を感じるのです。教条的に「ネパー

ルに新しい命を吹き込もう」と考えて

いる人たちに､いったい､このような市

井の人々への理解があるのでしょうか。

　このような状況にありながらも、

否、このような状況にあるからこそ、

ネパール子ども病院はさらに尽力し、

新たな試みを始めようとしています。

病院における診療と、PHASEを通し

た周辺村落における疾病予防･対処と

の連携強化を図るために､村落にコミ

ュニティセンターを建設する予定で

す。これまでPHASEの活動を行い､要

望がある村落を対象に、村落の人々、

活動を行ってきたボランティア･助産

婦などと協働して、センターを設立。

さらに多くの人々のために､保健衛生

啓発活動、識字教室、助産婦へのトレ

ーニングなどを実施し､病院に行くお

金がない人々のために出張診療を行

い、また、このコミュニティセンター

に人々が集まり、村の問題やその解決

策を話し合ってもらいたいと考えてい

ます｡当然､ネパール子ども病院も、さ

らに医療サービスを強化していきま

す。今後もたびたびパンダや、予期せ

ぬ事態が起こるかもしれませんが、ス

タッフはやる気に満ちあふれていま

す。そして、私たちは彼らをサポート

し続けていきます。１人でも多くの人

の笑顔が見られるように・・・。

(2005年４月３日　カトマンズにて)
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　ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』:ASMP

　　2004年度AMDAr魂と医療のプログラム』:ASMP（アスンプ）は、

　フィリピン、ミャンマー、インドネシア、カンボジア、台湾の５カ国、

　８ケ所で行われました｡実施日､慰霊祭の場所､参加者は以下のとおり。

フィリピン

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

11月27日 臨済宗　　　原田　浩文様
　　　　　　大屋　昌基様

カトリック　山頭　泰種様

フィリピン国立
パンパンガ農業大学

Dr.Zosimo Battad

Dr.Promitivo Chua

LUZNNET

Dr.菅波　茂（代表）

ミャンマー

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

12月13日 天理教　　　平野鉄之助様
　　　　　　岡部　嘉次様
　　　　　　小池　　聴様
　　　　　　山下　司郎様

ニャンウー 鈴木俊介
山上正道
藤田真紀子

12月14日 同　上 パコック 同　上

インドネシア

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

２月24日 天理教　　　平野　恭助様
　　　　　　関根　慶三様

渡辺日本国総領事

ワヒディン病院 ProEHusn汀anra
Ms.ANNE
Dr.菅波　由有

カンボジア

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

２月25日 臨済宗　篠原　真祐様 オーダムキリパゴダ Dr.Sieng　Rithy
鈴木　俊介
潮田　裕美

同　上 ベールトムパゴダ 同　上

台湾

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

３月28日 最上稲荷教　　中島　妙汪様
　　　　　　　大瀬戸泰康様
　　　　　　　林　　阿勇様
　　　　　　　山名　真理様

潮音寺（屏東転） Dr.ChaokaiChang
Ms.　Joyce　Su
Ms.Jamie　Lai

同　上 墾丁国立公園鶏殲鼻 同　上

　　　ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラムＪ

AMDA Soul and Medicine Program : ASMP （アスンプ）

　ＡＭＤＡでは緊急救援活動をとおして、かつて第二次世界大

戦に巻き込まれた人々の心と現実に向き合ってきました。

AMDAの名誉顧問であり、元フィリピン医師会会長である中

国系フィリピン人のプリミティボ・チュア氏からＡＭＤＡの人

権と平和の定義を機軸とした、ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラ

ム』が提唱され、2000年より開始しました。

　ＡＭＤＡの人権の定義とは、相手の存在を認めることです。

具体的には「あなたを忘れていません。あなたを必要として

います」です。
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　AMDAの平和の定義とは、［今日の家族の生活と明日の家

族の希望が実現できる状況］です。家族の生活とは食べられ

て健康であること。希望とは子どもに教育をうけさせること

です。この平和を阻害する要因として、戦争・災害・貧困が

あります。

　AMDAr魂と医療のプログラム』は、戦没者の人権につい

ては魂の永遠性を専門とする宗教者による合同慰霊祭を、戦

争に巻き込まれた人々の家族にはAMDAによる医療を通した

平和の追求を行おうとする､宗牧者の方々との合同事業です。

AMDAはこのプログラムを通じてアジア各国での平和構築に

努めていきたいと考えています。



フィリピン慰霊祭報告

　　臨済京原田浩文

　始めまして､岡山巾　臨済宗盛徳院

住職　原田と申します。この度、2004

年11川26目より28日まで菅波代表、

静岡｢17　僅寺副住職　大屋和尚と共

にASMPフィリピン慰雪祭に行って

参りましたので簡単ではございますが

ご報告申し卜げます。

　まず菅波先生とは我が宗派での講演

をご縁に始まり‥・もちろん以前より

ＡＭＤＡの活動は知っておりましたが、

まさか私のようなものが海外にて慰霊

祭を行うとは思ってもおりませんでし

た。しかし先生の熱い心に打たれ､ま

た一年365日の内、たかが三日間、異

国にて法要するのも良いではないかと

思い、フィリピン慰霊祭に行く決心が

ついたのであります。もちろんフィリ

ピンに行くのは初めてなので少々不安

ではございましたが‥･。

　26日、関西空港より10:00発、タイ

航空にて４時間程でニノイアキノ・マ

ニラ国際空港に到着しました。ターミ

ナルに着くなり、何という蒸し暑

さ‥・日本は冬を迎えようと寒くなっ

てきておりましたので､体がついてい

きません。そんな中、入国手続きを済

ませ駐車場にでましたところ､ＡＭＤＡ

インターナショナル名誉顧問であり、

元フィリピン医師会長でもあるプリミ

ティボ･チュア先生が出迎えに来てく

ださり、早速車に乗りホテルに向かい

ました。が、ものすごい車の多さ、す

ぐに渋滞に巻き込まれホテルにつくま

でかなり時間がかかったような気がし

ます。チュア先生に聞きますと、いつ

もの事です、これが普通ですよと言わ

れました。ホテルに着き一息していま

すとフィリピン在住の山頭神父さんが

来られ挨拶を交わしました。日暮れも

近かったので山頭神父さ

んの旨われるまま|lt界で

一番きれいだと言われて

いるフィリピン港の夕日

を見に海岸へ行きました。

しかしこんなに静かで穏

やかな海岸で戦争により

何万という方が亡くなら

れたとは、到底思えませ

ん。哀しいことです‥･結局少々曇っ

ていたので夕日は残念でした｡そして

市街を少し散策し、夕食を一緒にいた

だき、ホテルヘ帰り一日目が終りまし

た。その間、菅波先生はマニラホテル

にてフィリピン医師協会のホセリサー

ル授賞式に出席されておられました。

　27日、二日目　朝6時前に起き、朝

食を済ませ､本日慰霊祭を行うパンパ

ンガ州のパンパンガ農業大学に向けて

車で移動しました。菅波先生は昨年９

月にこの大学の人類学名誉博士号を授

与されております。約2時間半程で到

着しました。このパンパンガという所

は第二次世界大戦中日本軍の神風特別

特攻隊が最初に飛び立ったマバラカッ

ト東飛行場のあった所です｡今でもそ

の面影を残しています｡世界初の人間

爆弾により米艦隊に全員休当たりを果

たし多大な損害をり､えたと残されてお

ります｡そこには神風平和記念廟があ

りますが神風特攻隊の栄光を称賛する

為ではなく、その歴史的事実を通じて

世界の人々に平和と友好の尊さを訴え

る為なのです｡そして戦争によってこ

のような不幸な出来事を二度と繰り返

さないと誓う祈念する場所でもありま

す｡車を降りると大学総長バタッド氏

をはじめ関係者､学生諸君達による歓

迎の出迎えを受けました。少々休憩

し､最初にASMPフィ

リピン慰霊祭記念碑

の除幕式を行い､場所

を講堂に移し､セレモ

二－が始まりました。

先ずは仏教での慰霊

祭､衣に着替え袈裟を

着け壇.Lに上がると、

関係者･学生さんをは

じめ参加者の方々が

講堂を埋め尽くして

おりました｡これ程ま

でに若い皆様にも関

心があることに改めて驚き、日本から

来た見慣れぬ我々僧侶に拍手をいただ

き感無量でございました｡香語･読経･

そして戦争によりフィリピンに於いて

戦死、病没、民間人犠牲者、すべての

緒霊位に回向を行い終了｡次に神父さ

んによるミサ･慰霊｡続いて国家斉唱。

ここで私はビックリしたのでありま

す。日本の国歌を流していただき、な

んと！“まさが日の丸の国旗まで用

意してくださっていたのです。この時

始めてこの慰霊祭に来て本当に良かっ

たと痛感致しました。そして、敵・味

方なく戦争によって犠牲になった日本

人･フィリピン人･アメリカ人‥･すべ

ての緒霊位に慰霊･供養することがで

きたことに感謝致します｡チュア先生

によるとこのように自国以外の慰霊を

してくれるのは日本の宗教家だけだそ

うです。大変喜んでおられました。そ

の後セレモニーは続き､最後にAMDA

本部より私達三人が持って行ったパソ

コンの授与式を終え閉会となり、そし

て昼食をみんなでいただき、マニラに

向け出発しました。その夜はチュア先

生の69歳の誕生パーティがあり出席

させていただき、ホテル帰着。長い二

日目が終りました。

　28日、三日目　午前中、菅波先生と

マニラ市内を少し観光した時のことで

す。市内には戦時中の捕虜収容所、独

房､水牢など‥･生々しい､悲惨な建物

の跡が未だにたくさん残されておりま

す。しかしそこで小学生ぐらいの女の

子達がかわいい笑顔で楽しそうに遊ん

でいたのです｡何とも言えない光景で

した。思わず『よかったね、戦争のな

い時代に生まれて‥･平和ですばらし

い人生を送ってくださいね』と心の中

でお祈り致しました。昼、最後のフィ

リピン料理を食べ､午後チュア先生に

空港まで車で送っていただき、16:25

発､タイ航空にて21:00関西空港到着、
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無事帰国致しました。

　たった三日間のフィリピン慰霊祭で

したが､本当に充実した日々を送った

気が致します。宗教者として慰霊・供

養を行うことは務めでもあり、義務で

もあります。そして現在、今生きてい

る私達が『平和』な楽しい、一一度しか

ない､すばらしい人生を送っていただ

くことが人間の努めなのです｡その為

にもASMPの活動が､ＡＭＤＡ本来の医

療活動に少しでもお役に立つことを心

より願っております。

　またこのフィリピン慰霊祭に行くに

｀●
｀Ｓ
'へ

当たり、菅波先生をはじめASMP担当

の難波　妙様､AMDA関係者の皆様に

は本当にご尽力いただき感謝申し上げ

ます｡また機会がありましたら声をか

けていただければと思っております。

　追伸　昨年起きました新潟県中越地

震・スマトラ沖大地震・インド洋犬津

波による犠牲者､被災者の方々に謹ん

で哀悼の意を表し､お見舞い申し上げ

ます｡そしてＡＭＤＡ関係者の懸命なる

活躍に際し皆様方のご健勝を心より祈

念申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　合掌

ャンマー慰霊祭報告

天理教

　ミャンマーでのAMDAr魂と医療の

プログラム」（ＡＳＭＰ）活動として、

2004年12月13日、14日に２ケ所の寺

院にて慰霊祭が執行されました。

　ミャンマーヘの天理教宗牧者の派遣

は２回目であります。平野、山下、

岡部､小池の4名によってその祭儀

が執行されたのであります。

　まず、12月12日午後７時頃到着・

し、翌13日、早朝５時空路バガン･･

に到着。祭儀服に着替えてThat

Byin Nyu （タペニュー）寺院に到

着し準備にかかり慰霊祭は10時に

執行されました。ミャンマー僧侶5

名により読経が始まり約20分。引

き続き私共天理教は神式でありま

すから、寺院中央の仏像の前に祭

壇とお礼を整え、ご供物を供えて

天理軟式にその祭事を執めたので

あります｡約30分､参集した村人は約

250名。　　ミャンマー僧侶の場合、食

事は１日２回で、しかも昼食は正午ま

でに終了しなくてはならないとの決ま

りがありますので､午前中に行事を終

了するにはなかなか大忙しでありま

す。

　昼食後は､参集した中の老人20名位

が前列に出てビルマ当時の日本兵の様

子を記憶を辿りながら話されたのであ

りますが、きわめて好意的であり、懐

かしさを込めて語られました｡引き続

きＡＭＤＡスタッフによる保健衛生教

育(応急処置の仕方)の実演があり､第

一日目が終了し､ニャンウーに移動し

たのであります。

　12月14目、ニャンウーを早朝5時に

出発。真暗い道中、車にてレッパンチ
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エーポー（船乗り場）に到着し、エー

ヤワディー川を船にて約1時間半パコ

ックに到着､ただちに着替えをしてカ

ントー村に出発｡寺院到着は9時であ

りますから、目的地に到着するまで４

時間かかるわけです｡ ASMP慰霊祭は

10時半､憎侶との昼食会は正午までに

終え､老人達と日本兵の思い出話を語

られ､AMDAスタッフによる保健衛生

教育また応急処置キットの配布が行わ

れました。参集した村人は約350名。

　12月15日はポッパ山寺院の見

学、断崖絶壁の山頂によくぞ建

立されたものと感動して帰りま

した。

　同日ヤンゴン日本大使館表敬

訪問。峯岸良夫領事と約40分程

話した後、ミャンマー宗教省へ

表敬訪問。彿教サミット閉会後

の公務繁多の中にもかかわらず、

ミャンマー宗教大臣が私達の為

に駆けつけて下さり、約30分校

でしたか歓談された後､帰りには宗教

サミットに使用された本とミャンマー

織のシャンバックを土産に記念として

下さり汀今後も活動を続けて下さい。

又、なんでも中し出て下さい、協力し

ます」とのお言葉を下さり、一同意を

強くしたのであります。

　以上､四目間の行程を恙無く終了す

ることが出来たのでありますが、

前回を通して感じた事は、各々の

寺院内に他宗教を好意的に受け入

れて、共に祭事を行う事でありま

す。おそらく同じ目的を共有して

いる者として寛大な人柄がにじみ

出て居るところに、私共一同感服

したのであります。又、ミャンマ

ーの町、村を見てもその衣食住に

は必ずしも充分とは思われない。

しかし話す言葉の柔らかさ、顔の

和やかな姿は満足な心でしか生ま

れ得ないものと感じたのでありま

す。「不自由を常と思えば不足な

し」とはまさしくこの姿であります。

　山上正道氏､藤田真紀子女史には大

変お世話になりました｡心より御礼申

し七げてミャンマー紀行といたしま

す。



インドネシア慰霊祭報告

天理教　平野　恭助

　昨年に引き続き今回もインドネシア

のASMPに参加させて頂いた｡昨年12

月末、スマトラ島沖地雲･大津波が起

こりインドネシア国内だけで20万人

を超える死者を出すという火防事から

２ヶ月足らずの時期だったこともあり、

今回のASMPは戦争犠牲者に向けて

というよりも地震･津波犠牲者のため

の慰霊祭の色が濃いものになった。

　私たちが訪れたのはスマトラ島から

はるか東方数千km離れたスラウェシ

島のマカッサル（旧ウジュンパンダ

ン）という所であった。津波の被害に

は無縁の地であったが､それでも同じ

インドネシア人の同胞意識からか､参

列者たちの慰霊祭に捧げる祈りの真摯

さは否が応でも伝わってきた。

　ASMPの行われた会場は去年と同じ

マカッサル市内にあるワヒディン病院

の3階ホール。参列者の顔ぶれもやは

り若い学生中心であったが､人数は前

回より多少多いような気がした｡今回

のASMPのご来賓である州副知事の

到着を待っていたため慰霊祭は30分

遅れで始まった。熱気あふれる中、六

つの宗教が順番に祈りを捧げていく。

カトリック、プロテスタント、イスラ

ム、ヒンドゥー、仏教、そして我々天

理教…汀多様性の共存］という菅波代

表の言葉を思い出させるごとく、魂の

慰霊という一点に結ばれ互いの祈りに

己を同化させあっている空気が伝わっ

てくる。

　儀式終了後､天理教岡山教区の義援

金3､000ドルをAMDAインドネシア支

部代表ドクター・タンラに手渡し、地

震･津波救援活動に役立てて頂くこと

をお願いした。ドクター・タンラは昨

年日本にて外務大臣賞を受賞したこと

もあって､心なしか所作にも威厳さえ

感じられる。スピーチで時折飛ばすジ

ョークにも磨きがかかってきたよう

で､聴衆を笑わせ会場を和ませる余裕

を見せていた。

　最後に、菅波代表のご子息･菅波由

有氏が登場し､奨学金制度を開始する

旨のアナウンスメントを英語でおこな

った｡能力はあるが経済的に恵まれな

いインドネシアの医学生を支援する奨

学金は、聞けば、菅波茂代表、由有氏

個人の所得の一部から捻出されるとの

ことだ。

　これには父、菅波代表の

｢三人の子供たちにそれぞれ

奨学金制度をやらせたい｣と

の思いが根底にあると聞く。

｢物や金を取り入れることに

主眼を置いた人生は先細りす

る｡他者へ己の持てる物を出

す､社会に還元するというこ

とがこれからのわが家の歩む道｣とす

る父の考えをごく自然に受け入れ､そ

れを実践するご子息たちの姿に感銘せ

ざるを得なかった｡かかる菅波代表率

いるAMDAの目指すところは､窮極的

には宗数的領分に入ってくるのではな

かろうか…｡氏がよく言われる言葉に

｢新しい人間関係の剔出｣がある｡人と

の出会い､人間関係というものは我々

互いの前生からの囚縁に因るとされる

が、今生においても、例えば我々が救

援・相互扶助・共存・共鳴・祈り・自

己犠牲･慰霊等々の行為を繰り返して

いく過程の中で､互いの徳分に見合う

かたちでもたらされるものではないか

と思う。

　これまでASMPに関わることで良

き人々との出会いがあった｡今回も六

つの宗教の僧侶・神父・牧師・教師が

肩をならべて写真を撮った瞬間は、こ

れ以上ない満足感に満たされたひとと

きであった｡今後日本とアジア諸国の

みならず世界中に新たな良き人間関係

が築かれていくことを願いつつ､今後

のASMPの拡がりを夢見て行きたい

と思う。
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カンボジア慰霊祭報告

臨済宗　篠原　真祐

　去る2005年･2月25日、カンボジア

にてASMP慰霊祭を開催しましたの

で報告致します。出発は2月23日、帰

国は同月28目です｡カンボジア渡航は

初めてのことでした｡今回も一人旅､２

つの展覧会の合間を縫って行って参り

ました。(展覧会とは､小生､写真を足

掛かりとした文化活動を展開しており

まして､一つは小学校閉校の記念事業

｢等身大写真インスタレーション展｣、

もう一つは｢アートリンク・プロジェ

クト｣という、障害者と作家が１対１

で半年かけて共同制作を行う企画の展

覧会です)寝不足が続いていましたの

で移動時間がとても良い休養となりま

した。

　夕方､プノンペン空港に到着すると

ＡＭＤＡカンボジアのドクター、シエ

ン・リティ支部長と潮田裕美調整員が

出迎えて下さいました｡潮田女史は若

くて小柄な方でＡＭＤＡカンボジアの

コンポン･スプー州にあるオフィスに

勤務されているそうなのですが､なん

とその地域に住む唯一の外国人らし

く、もう2年も尽力されているそうで

頭の下がる思いでした。滞在中は、観

光案内や買い物にまでお付き合い下さ

り、何から何までお匝話になりまし

た。

　さて、プノンペンのホテルに到着、

明日の打ち合わせを簡単に済ませて夕

食、就寝。

　24日は9:30より慰霊祭のあるコン

ポンスプーの現地へ出発､西へ車を走

らせること約２時間で到着しました。

慰霊祭は２ヵ所で行います。オーダム

キリパゴダとヴェールトム村です｡オ
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－ダムキリパゴダは

ＡＭＤＡが運営支援をお

こなう小学校とデイ・ケ

ア・センターと同じ敷地

内にあります｡その小学

校の校庭で慰霊祭を行

うこととなりました。ま

た、ヴェールトム村には地雷等の影響

で障害を持つ方々の施設があり、そこ

で慰霊祭を開催する予定でしたが急速

村の寺院に変更となりました｡打ち合

わせを終え、AMDAコンポンスプー・

オフィスに寄ってからプノンペンに戻

り、遅い昼食をいただきました。

　その後、少し時間が余りましたの

で、トゥール・スレン博物館に案内し

てもらいました。　トゥール・スレンの

建物は元高校の校舎なのですが､ポル

ポト政権当時Security Omce21 と呼ば

れた刑務所となり、約２万人が収監さ

れ、生存者は僅か６名という、正に地

獄となった地です。挟く暗い独房、赤

ん坊から老人に至る番号札をぶら下げ

た収容者の顔写真、本物の偶感、数々

の拷問器具｡鉄のベッドがポツンと置

かれた尋問室に立ってみる｡超現実的

な空間の､格子模様の床にのびる窓か

ら差し込んだ日溜まりの、あまりの美

しさに愕然とする｡罪無き囚人たちの

悲鳴と心情を想い､思わず手を合わせ

た。アンコールワットよりも何より

も、最も印象的な場所でした。ポルポ

ト時代をはじめとした悲劇の時代を書

物で読んではいたのですが､その爪痕

を目前にして､言葉を失い胸が痛みま

した。

　平和的な日本の人々が日々思い悩ん

でいる、様々な事象の大半は、とても

ちっぽけなことなんだと気づかせてく

れます。

　２月25日、快晴。 5:45にホテルを

出発｡途中朝食を収り、7:30にＡＭＤＡ

コンポンスプーに到着｡下準備のあと

すぐにオーダムキリパゴダヘと向かい

ました。予定通り8:00に到着、子供

たちが于をつないで列を成して迎えて

くれました。数百人が参加の下、慰霊

祭は《ウェルカム・スピーチ～菅波代

表のメッセージ代読(小生読、通訳：

リティ先生)～パゴダ代表憎挨拶～ガ

バナー挨拶～カンボジア憎への布施～

カンボジア憎による慰霊～日本人憎

(小生)による慰霊法要～土産､寄付金

授与～閉会後､首座(しゆそ、代表憎)

との食事会》と言った内容で進められ

ました｡菅波先生からのメッセージの

後は大きな拍手が起こりました。

ＡＭＤＡがいかに人々に受け入れられ、

喜ばれ､期待されているかを推し量る

ものでした。私の慰霊法要は、有難そ

うな顔と物珍しそうな顔の民衆が入り

交じった感じで､菅波先生のメッセー

ジほどは盛りLがりませんでしたが感

慨深げではありました｡食事会は村人

たちの手料理が並んでいました｡旅行

ガイドブックなどにある『食中毒に注

意するように』との一文が一瞬脳裏に
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浮かびましたが､村人たちは自分の料

理が食べてもらえるのをじっと待って

いますので(僧侶に食べてもらうと極

楽に行けるとの信仰があるのです)ま

んべんなくいただきました。昧の方

は､とってもおいしかった！しかも肉

あり魚ありのご馳走でした｡私の修行

時代とは人違い、朝はお粥に梅干し、

昼夜は麦飯にみそ汁に漬け物のみでし

たから。もちろん食中りにはなりませ

んでした。11:15にオーダムキリパゴ

ダを後にし､一旦ＡＭＤＡコンポンスプ

ー・オフィスに戻って休憩しました。

　14 :15ヴェールトム村へ。オーダム

キリパゴダより更に奥に入ったかなり

田舎の美しい処です｡始めはちらほら

だった民衆が、次々と集まってきて、

予定をはるかに超える（200人近いで

しょうか）慰霊祭となりました。参加

者をよく見ると、義足の方が沢山おら

れます｡痛々しく見えるのですが皆と

ても明るくて､逆にこちらが勇気を貰

うようでした｡午前とほぼ同じプログ

ラムで慰霊祭は進められ、円成。

　翌26日は悲願の地､アンコール遺跡

群のあるシェムリアップに行ってきま

した。そして28日州に無事帰国。

　今回の慰霊祭の後､FrAやコミュニ

ティの結束力が随分と高まったとお聞

きしました。和合専一、何よりのこと

です｡カンボジアの人々はとても親切

で、明るくて穏やかです。けれどもそ

の心底にはポルポト派による大虐殺や

幾多にも及ぶ苦悩が隠されているよう

です｡旧日本車の関与は少ない国です

が､カンボジア人にとって今回のよう

な慰霊祭は大変に意義のあることだと

実感しました。 ＡＭＤＡの活動は正に

｢慈悲行｣でありましょう｡今後とも力

及ばずながらその一端を担うことが出

来ますことを祈念しています。

　最後に、ご縁をいただきました菅波

代表､当地にてお世話になりましたリ

ティ先生､潮田氏､ＡＭＤＡスタッフと

関係者の皆様に、拝謝して、小生の報

告を終わります。

台湾高雄　バッシー海峡・南シナ海周辺にて

　　　　死没する精霊への法要記録

　　　　　　最上稲荷教　大瀬戸　秦康

３月23日

　13:30発中国東方航空528使にて上

海に向けて中島妙汪上人と山名真理さ

んが出発。

３月25日

　09:40　上海・香港を経由し、17:49

台湾・高雄へ到着。車にてホテルヘ。

20:25　台湾の林阿勇（りん

あゆう）さんと合流し、う　賢察:……’゜脂………

ち合わせ。

３月26日

　午前Ｏ時　大瀬戸泰康

台湾・高雄へ到着

３月27日

　15:00　法要準備開始、ま

ず高雄市内にて供物の買い

出しを行う。現地のお供え

のスタイルを聞いてみる

と、果物を4種類用意して、

大きいもの1つを２ヵ所､小

さいものを4つ位を2ヵ所お

供えするそうだ。実際に現

地の寺院に入って見ると、

そのようにお祀りしてあっ

た｡写真を参考にして買い出しに向か

う。

　果物はドリアン1個､オレンジ5個、

鳳梨釈迦５個、韓国産梨５個に決定。

　お酒は紹興酒を２本。これが一番の

供養だとのことであった。

　お菓子は日本から吉備団子と大手ま

んじゆうを持参した。

　16:10　花屋にて組み花を１組作っ

てもらい、準備完長

３月28日

　08:50　ホテル発､当初の予定は9時

30分発だったが、余裕を見て9時とし

た｡道中は南国らしく郷子の林を幾度

も通る｡途中軍の落下傘部隊訓練に遭

遇したり、地元の道教のお祭りに遭遇

したりしながら､正午頃に現地近くの

コンビニに到着｡そこで休憩を兼ねて

車内で短い昼食を取り、法要場所の潮

音寺へ向かう。入り口はなんと道路沿

いの楯子の林に看板だけ出ていた。そ

の横に車１台がやっとの細い道が続い

ている。これは知っている人でなけれ

ば分からない。

　12:15　潮音寺着。二階が本堂だと

いうことで、二階に上がって準備開

始。部屋の中でもやはり暑い。準備中

　　　　　　汗が噴き出す。この間に

林さんとＡＭＤＡ台湾の

ジョイスさんには、この

法要の趣旨を地元の僧侶

に伝えるために日本語の

原稿を中国語に訳しても

らう。

　13:00　潮音寺の責任

者の方が挨拶にこられ

る。

　13:05　地元の尼憎が

到着｡式典は先ず地元の

僧によって法要が営ま

れ、その後我々が法要を

行う。

　13:12　尼僧による法

要開始。

　13:40　尼僧は先に帰

るということで､先に記

念写真を撮影する。此処まで来るのに

５時間かかるそうだ｡記念品を手渡し

て、このASMPの趣旨を説明してお別

れ。趣旨に非常に喜んでもらえた。時

間があれば同席して頂きたかった。

　13:50　我々の法要開始。散華にて
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道場を荘厳ならしめた後に読経｡修法

に続き､導師中島妙汪上人により奉告

文奏上し塔婆に焼香を捧げる。

｢茲に清浄の大衆慎んで三宝聖衆の御

前にてＡＭＤＡ主催の世界供養会を本

日此処に厳修､恭しく施餓鬼の法会を

開く。総じて四聖六道法界万言、別し

ては日清戦争・日露戦争・大東亜戦争

をはじめとし、日本が行った戦争行為

に於いて犠牲となる戦死病没公務殉難

の諸精霊､特に当地､台湾バシー海峡、

南シナ海近海における戦死病没公務殉

難の諸精霊､更には当地周辺に眠る戦

死病没公務殉難の諸精霊に回向する。

願くは三世十方陣機応縁の三宝､普賢

難思の冥衆よ各降赴して証成し給え。

今朝以来香華燈明を供養し､香飯浄水

を廠備して、異口同音に読誦する大乗

妙法蓮華経。唱え奉る妙法蓮華経。こ

の功徳によって､普ねく真如実際に遅

らして等しく十方の衆生に施して､仏

祖の冥加を請い､決定不虚の利益を祈

る。

　故らに祝す｡一念二千の香の煙は十

方法界の依正に薫じ､顕本遠寿の法の

花は三界六道の連衡に散じ､平等大慧

の燈の光は九界生死の闇を照し､色香

美味の香飯は一切餓鬼界の飢渇を除

き、甘露清涼の浄水は煩悩業障の焔を

滅し､極唱の妙音は二十五有の含霊識

に徹し､読経の梵音は連かに即身成仏

の大果を成ぜん。

　伏て祈らくはこの最勝修多羅如法の

福会､その功徳無辺にして十方法界に

遍ねく、信誘彼此怨親順逆、有縁無縁

一切の精霊、永く九法界の繋縛を脱

し､清浄自在の犬果報身を成就するこ

とを得んことを」

　題目の中、林さん､ＡＭＤＡ台湾のジ

ョイスさん、山名さんと焼香が続く。

団扇太鼓も加わり、皆で一心に霊位の

冥福を祈る。

　15:24　潮音寺の法要終了し、塔婆

を海へ流しに移動｡海の近くに適当な

場所が見あたらないので､海の近くの

川から塔婆の水向けを行い海へ流す。

15:32　すべての法要を終了し、片づ

けて帰路へつく。

2004年度ASMPによせて

ＡＭＤＡ代表

　2004年度もフィリピン、ミャンマ

ー、インドネシア、カンボジア、台

湾で.AMDAr魂と医療のプログラ

ム』:ASMP(アスンプ)慰霊祭を開

催できましたことを深く感謝いたし

ます。このASMP慰霊祭は今年で５

回目を迎え､その参加者は2000名を

超えました。ご尽力をいただきまし

た開係者の皆様に心から御礼を中し

トげます。

　ＡＭＤＡは1984年の設立以来これ

まで､アジア各地で緊急人道援助な

らびに貧困対策など数多くのプロジ

ェクトを展開してきました｡20年に

わたる活動の中で、｢第二次世界大

戦｣が各地に残っている現実を目の

当たりにしてきました｡戦争で亡く
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菅波　茂

　なった人たちの霊を敵味方無

　く慰霊し、残された人たちの

　平和のために医療を提供する

　ASMP（アスンプ）は、日本か

　ら自費で参加して下さった宗

教者の方にとりましても意義深いもの

となったとのお言葉を頂いておりま

す。2004年６月29目には、ASMP慰霊

祭に関わった宗教者の方々、一般の方

々にお集まりいただいて、岡山で

『ASMP　lntemational　Conference

2004』を開催いたしました。平和の尊

さ、有り難さを訴えるASMPの礎石と

なる会議になったと確信しています。

私たち世代が過去の悲しい歴史から学

んだ教訓を平和の礎として示し､平和

への誓いを新たにする機会にしたいと

心から願っています。

　「平和」を語る上で大切なこと

は、戦争､貧困、災害で已くなられ

た方々の関係者を含む全ての人々

が平和な生活を送るために健康で

ある事です。その健康を支援して

いくのが私たちＡＭＤＡの使命で

す。今日の家族の生活と明日への

希望が実現できる平和な世界をめ

ざして､ＡＭＤＡは､保健医療､人材

育成、生活環境向上等の支援活動

を続けてまいります。
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　　AMDA関係
刊行物のご案内

・お閤い合せは、ＡＭＤＡ本部事務局まで。

　TFし086-28∠ﾚﾜﾜ30　FAX086-284-8959

・お申し込みは、郵送かFAXでお願いします。

・お支払いは、郵便振替でお願いします。送料別。

　□座ＡＭＤＡ出版　□座番号01220-6-12076

■ＡＭＤＡ緊急救援

　　出勤せよ！

　　一緊急救援10年の軌跡－

　国境を越えた緊急医療活動で

世界的に知られるまでになった

国連NGO ･ AMDA｡ 10年間に15

回以[lの緊急救援活動に参加し

た三宅和久医師が、現場で直面

し、感じた人道援助の実際。1冊

購入につき100円がAMDAに寄

付されます。 235頁

ISBN4-86069-027-3　C0095

■遥なる夢

　　一国際医療貢献と

　　　　　地域おこし－

　ＡＭＤＡ設立までの経過と

活動記録。 AMDAに関わっ

た人々について紹介すると

共にAMDAの展望と日本の

NGO活動への提言。

316頁

■はばたけ！

　　ＮＧＯ・ＮＰＯ

　一世界の笑顔にあいたくてー

　自然災害･難民救済･環境破

壊･高齢者福祉など様々なボラ

ンティア活動は国内だけでな

く国際的な広がりが求められ

ています｡広島県と共同開催の

第一回NGOカレッジの講義録

で､国際ボランティアを志す人

に必携の書。 328頁

ISBN4-88517-263-2 C1030　P1800E

・三宅和久　著

・出版元　吉備人出版

・2003年２月14日発行

定価1,470円

・醤油　茂　著

・出版元　AMDA

・1993年９月20日発行

這 な る 多
1⑩次回㈲と地域おこし

　　　苛波茂

　　四

　　AMa義　　ｊｓ蜀臨海孟.-

定価　500円

・ひろしま国際センター編

・出版元　中国新聞社

・1998年３月25日発行
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■ＡＭＤＡの提言

　一人道援助の世界都市－

　岡山から世界に飛び出し､国

際的な医療NGOとして知られ

るＡＭＤＡ。その代表の著者が

問いかけ、提案する。「日本は

経済人国から､人道援助大国を

めざせ｡岡山に世界へ向けての

人道援助ネットワークの拠点

を築こう」と。

256頁

ISBN4-88197-607-9 C0036　P1600E

■医療和平

一多国籍医師団アムダの人道支援－

　21世紀を生きる子ども達の命

　を救いたい！ AMDAは北部同盟

　とタリバンの保健担当者を岡山

　に招聘。 AMDAのアフガニスタ

　ン国内医療和平構想に両者は快

　諾し協力を約束してくれたが…

　救える命があればどこへでも行

　くAMDAの緊急救援活動と危機

　管理。　225頁

ISBN4-08-78　1262-6　PI500E

・菅波　茂著
・出版元　山陽新聞社

・1996年11月25日発行

定価1,680円

■ルワンダからの証言

　一難民救援医療活動ﾚﾎﾟｰﾄｰ

　援助大国とはいえ、国際的

なNGOに比べると組織は小さ

く財政的にも弱い目本のNGO

が、劣悪な環境の中でルワン

ダ難民のために活動した記録。

200頁

ISBN↓521-00541 C0030　P2000E

■とびだせ！ＡＭＤＡ

　　－ＡＭＤＡ・アジア医師

　　　連絡協議会の活動－

　第１部　阪神大震災における

ＡＭＤＡ医療ボランティアの動

き。緊急救援活動における後方

支援体制。防災への提言。

　第２部　国際緊急救援での活

動記録｡バングラデシュ､ネパー

ル､カンボジアやルワンダ､ソマ

リアなどの紛争地区での難民救

援活動の記録。 270頁

ISBN 4-905690 21-8 P1800E
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　･2002年5月２日発行

四

　医療和平

　“ｔ一温;1�.i’-

定価1,575円

・AMDA著

・出版元　中山書店

･1995年４月３日発行

定価2,100円

一管波　茂著

・出版元　厚生科学研究所

・1995年７月15日発行

定価1,890円
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アフガン難民支援プ£:１ジェクハ

　　　20年ぶりの祖国ヘ

　　　ーアフガン難民の声－

AMDAクェッタ事務所　斉藤　真美子(調整員)

ｉ　ＡＭＤＡは2oo1年10月の空爆開始直後より難民支援活動を開始。[司年12月か

｜　らは主にパキスタン・クエッタ近郊の難民キャンプでの医療保健面での支援を、

l UNHCRなど関係機関との連携により開始しました｡仮設診療所での診療のみな

Ｉ　らず､難民が自ら健康を保ち､帰還に備えることができるよう衛生教室など保健

ｌ支援も実施してきました。 2004年9月より帰還政策の推進により、多くのキャン

Ｉプが閉鎖となりました。このため、キャンプでの保健医療支援を完了する一方、

ｌ難民の帰還を支援する自主帰還センター(VRc)での診療や衛生教室を開始して

Ｉ　います。

ｉ　　自主帰還センターやクェッタの町なかで集めた難民のことばをご紹介します。

（１）二十年ぶりの故郷：

　　ムハマド・ナビ（50歳男性）

　50歳になるムハマド・ナビは、故郷

のアフガニスタン東部パクティカ州へ

帰るため、ＵＮＨＣＲの自主帰還センタ

ーで登録の順番を待っていた。母親、

妻と3人の息子、3歳になる一人娘の７

人家族である。彼にパキスタンに来た

経緯を聞いてみた。「20年以上前ソ連

がアフガニスタンにやってきて、母親

と家族と逃げてきた。パキスタンに辿

り着くのに数日かかったよ。ソ連軍の

空爆を避けるために、夜に移動した］

　パキスタンでの生活はどのようなも

のだったか？「グリディ・ジャングル

難民キャンプ（旧難民キャンプ）で暮

らしていたが、生活は厳しかった。私

は手に障害があってね、日雇い労働等

もなかなか見つからなかった｡せいぜ

いゴミを集めて、30～50ルピー（60

円～100円）くらい稼いだ。子供たち

は勉強なんてしたことは無い｡私を助

けて働いてくれた」

　なぜ帰ることを決心したのか？「平

和が戻ってきたので､国で働き生活す

ることができるだろう。故郷の村に戻

るさ。わしらはただ、国に平和がほし

いだけだ。アフガン人は自国のために

働いてほしい。他の国のように、普通

に安心して暮らせるように」

（２）初めての祖国：

　　ブルフラ（14歳少女）

　クエッタで生まれ育った14歳の少

女ブルフラは、市内の学校に９学年生

(中学2年相当)として通っていた。両

親と弟２人、妹１人の６人家族で、自
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主帰還センターでアフガニスタンに帰

るための手続きを待っていた。

｢21年､前、両親がパキスタンヘやって

来だの。ソ連との戦争があったから。

私はその後、ここで生まれたわ｣

　帰還することをどう思うか？

｢私にとってアフガニスタンは初めて

の国だから、不安が大きい。ちょうど

9学年の期末試験を終えたばかりなの

よ。アフガニスタンでは勉強を続けら

れるか、分からないのに。父さん達は

帰るのを喜んでいるけれど､私は乗り

気ではないな。勉強を続けたい｣

　パキスタンでの生活はどうだった

か？｢生活環境はまあ良かったけれ

ど、でも、パキスタンでは結局2級市

民としてしか扱われなかった｣

　日本の人達に伝えたいことは何か？

｢カラシニコフや人を殺す道具を無く

してほしい。その代わり、アフガニス

タンに教育という花を植えてほしい｣

　このように帰還する人々の胸には不

安と希望が交錯してアフガン難民の中

には､自らパキスタンに留まろうとす

る者もいる。

｢小さな頃、カンダハールから逃れて

きた。アフガニスタンには帰らない

さ｡25年来､生活の基盤は全てここ(パ

キスタン)にあるのだから。今更どう

帰れというのか｣パキスタンで教育を

受け医師になった青年が､帰還政策に

ついて吐露した言葉である。

　更に､パキスタンで生まれ育った青

年の中には､アフガニスタンとの繋が

りを否定しようとする者もいる。｢祖

父はアフガニスタン出身だけれど､俺

に関係は無いね｡あっちに親戚もいな

自主帰還センター（VRC）・UNHCRの主満の

もと帰還先までの過程を支援する

いし。アフガン人は戦争好きで、世界

　-腐敗している。全くしようがない奴

らさ]

　一方､ある女子学生は次のように祖

国への思いを述べている。

｢叔父さん家族は難民としてニュージ

ーランドに渡ったの｡パキスタンはア

フガニスタンよりいいけれど、もっと

お金のある国のほうが良い暮らしがで

きるもの｡でもね､“白人の言うことに

Yesと従わなければならない"って｡私

は、自分の国に帰りたい｣

　彼女にとって､パキスタンは必ずし

も安寧を得られる土地ではなかった。

また､偏見に対して昂然と憤りをあら

わす難民もいる。

｢自分の故郷で、何で俺がパシュトゥ

ン人というだけでタリバーンと後ろ指

をさされなきやならないんだ｣彼の怒

りは、他の多くの人々も感じている。

その個人の考えや内面の如何にかかわ

らず、人種、言語、宗教などの表面的

違いにより、その人間の価値が判断さ

れてしまう。これは、近年、世界の多

くの地域において｢中近東出身者廿イ

スラム教徒｣などが異質なものと捉え

られ､偏見にさらされていることに共

通する。

　ＡＭＤＡはこれまで､緊急に保護を必

要としたアフガニスタン攻撃以降の難

民支援を実施してきた。しかし、難民

の帰還､或いは隣国に留まる如何に関

わらず､難民とその周辺地域住民との

融和が不可欠なテーマとして認識され

つつある。自分だちとは異なる集団に

対し､抱く偏見は世界の至るところで

存在する。今後は、両者の複雑な思い

を汲み取りながら､彼らの間に存在す

る不信感を少しでも軽減できるよう、

難民と地域住民双方に稗益する事業に

取り組んでゆきたい。



AMDA神奈ﾉ||支部便i.ﾉ

神奈川県海外技術研修員修了式

　予算の半分を占める国からの補助金

はなくなりましたが､神奈川県では多

少規模を縮小しても研修を今までどお

り続けることになりました｡そのため

県の通知が遅くなり、小林代表が７月

急速バンコクに飛んで人選し､審査締

め切りに合わせると言う慌しい日程を

消化しました。

　2005年３月17日、AMDA神奈川と

して４回目の受入となる海外技

術研修員終了式が神奈川県庁新

庁舎で挙行されました｡5階の小

会議室では大きなテーブルに主

催者側スタッフ、向かい側に研

修員、その後ろに受け入れ機関

・NGO等の職員が並びました。

　研修員はカンボジア２名、中

国、モンゴル、タイ、ルワンダ、

ウズペキスタン､メキシコ各1名

の計８名（男女各４名）。

　松沢知事の祝辞に続き、修了

証と『神奈川県地球市民メッセ

ンジャー』の委嘱状、記念品と

して箱根細工が授与されまし

た。さらに神奈川県以外の受け

入れ機関に感謝状が贈られ、最

後に代表して中国の研修員が謝

辞を述べました。

　歓談で知事が話題を提供し、

カンボジアでは知事が当時県議

団の一員として、学校建設のた

め百万円をプノンバケンに提供

し､モンゴルでは朝青龍｡ルワン

ダでは地雷の被害（研修員の側

にいた留学生は地雷で右足を失

い、義足・クラッチを使用）。ウ

ズペキスタンでは､アラル海が干上が

って船が砂上に置き去りになった原

因等に及びました。

　今回､ＡＭＤＡ神奈肝支部が推薦した

タイ人Tawatchai LIMSATABODEE、

愛称リムさんは医師として初めてバン

コク総合病院から派遣されて来ました

が、日本語はある程度独学で習得して

いました。

　研修テーマは『ガンの早期発見技

術』でしたが、コミュニケーションは

日・英・タイ語のチャンポン（と言っ

てもタイ語の分かる病院職員はいなか

AMDA神奈川支部副代表　松本　哲雄

った)。リム医師は｢日本語の(医学用)

漢字は難しい｣。そこで余暇は漢字の

勉強に時間を剖き､宿舎になった神奈

川県国際研修センターのお別れ会では

｢帰国しても日本語の勉強を続けたい｣

と言いました。

　受け入れ機関の済生会神奈川県病院

総務課主任がエピソードを披露。｢あ

なたの専攻は？｣と質問すると、リム

　　　　　修了まで

左から筆者・リム医師・松沢知事

よこはま動物園ズーラシア

左から　筆者・リム医師

医師は｢コウクウ内科｣。そこで□壬

は『口腔外科はうちにもあるが、口腔

内科は・‥』と思って尋ね直すと、改

めて｢航空内科｣と言ったそうです｡つ

まりリム医師の前任地はバンコクのド

ン・ムアン空港を民問と共用する空軍

の病院でした。

　研修期間は昨年より3ヵ月短縮し､９

月から３ヵ月間日本語研修、実務研修

は４ヵ月間でしたが、リム医師以外の

国籍ﾚ陛別／本国勤務先／研修種目／

受け入れ機関／推薦機関〕は次のとお

りです。

　カンボジア〔男性／自発的カウンセ

リング検査センター／ＨＩＶ検査技術

／横浜市衛生研究所／カンボジア保健

省〕、同〔男性／上智大学アンコール

遺跡国際調査団／遺跡調査・修復技

術・図面作成技術／(株)横河設計工

房･上智大学アジア人材養成研究セン

ター／同左〕、中国〔女‘性／瀋陽市朝鮮

第一中学校／日本語教授法等／県立川

崎高校／遼寧省外事弁公室〕、

モンゴル〔女性／モンゴル国

立衛生研究所／ウイルス検査

技術／県衛生研究所／モンゴ

ル国立衛生研究所]、ルワンダ
…

…

……1万･｡;･J.11｡i｡万1｡万。〔男性／ムリンディ・ジャパ

i………=-;゜:1=ン・ワンラブ・プロジェクト／

義肢装具製作技術／（株）平井

義肢製作所／ム・プロジェク

目、ウズベキスタン〔女性／

ウズペキスタン免疫学研究所

／ウイルス検査技術／県衛生

研究所／ウズペキスタン免疫

学研究所〕、メキシコ〔女性／

インテラバス（給排水のため

の首都圏・地方自治体連合公

社）／水退水の水質検査及び

水質管理技術／県企業庁水道

局水質センター/JICA帰国専

門家連絡会かながわ〕。

　中国人の日本語教師に「高

校の授業で一番の収穫は？」

と尋ねると、彼女はしばらく

考えて「たくさんあるが、日本

文学の指導法が参考になっ

た」。在中国朝鮮族の間でも日

本語の人気は高いそうです。

　研修センターヘ戻る途中、ファミリ

ーレストランに入りました｡そこでオ

ムライスと毎サンデーを食べました

が､それを見ていた隣席の女性がクス

クス笑い、そこでリム医師「タイ料理

は日本料理よりもっと甘い、もっと辛

い」。私達は大の甘党？でした。

　帰国前日の20日、よこはま動物園ズ

ーラシアの帰路ドラッグストアーをハ

シゴして､家族の土産に兎マークのチ

ューブ歯磨きを買いましたが､昨年末

の津波で被害に遭った親類･知人がい

なかったのは不幸中の幸いでした。
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4A/la4ヌタディツアー

ＡＭＤＡカンボジアスタディツアー

　2005年３月７日から14目までの８日間、ＡＭＤＡカンボ

ジアプロジェクトにスタディツアー参加者7名が訪問して

ドさいました。参加者の方々から、スタディツアーの感想

を伺いました。

＜スタディツアー日程＞

１日目：各空港から現地へ空路移動

２日目：アンコール遺跡見学

3 LI目：シェムリアップ市内見学

－
－
－

―
―
Ｉ
Ｉ

４日目：コンポンスプーコミュニティー|剖発プロジェクＩ

トにて巡回診療と保健教育を視察

参加者による保健教育企画グループワーク

－
―
－
－

Ａ：「ＮＧＯで働いている人＝日焼けしている」というイ

　　メージ。

Ｂ：僕は何故か、「ＮＧＯ＝常に財政難」というイメージを

　　持っていましたね。

Ｃ：私は、災害救援時などの活動では、現場が混乱すると

　　いった話を聞いたことがありました。

Ｄ：正直なところ、まだＮＧＯの活動を良くわかっていな

　　かったので、漠然と「草の根協力」というイメージを

　　持っていました。

Ｆ：現地の活動で､技術や知識を与えるだけではなく、現

　　地の人々が自分達で出来ることは自分達で出来るよう

　　活動しているNGOの影響力はすごい！と思っています。

５日目：コンポンスプーコミュニティー開発プロジェクＩ　　Ｆ：「開発途上国が発展するために援助する素晴らしい活

　　　　　|ヽにて保健教育を実践　　　　　　　　　　　　ｉ

　　　　　村の保健ボランティアさんの活動視察　　　　１

　　　　　日本カンボジア友好小学校運営支援プロジェクＩ

　　　　　ト視察　　　　　　　　　　　　ｌ

　６日目:AMDAカンボジアクリニック（ACC）視察　　Ｉ

　　　　　プノンペン市内見学　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　７［］目：帰国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

．＿＿＿＿＿＿－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」

－まず､今回このカンボジアスタディツアーに参加したき

　っかけを教えてください。

Ａ：以前、姉がこのツアーに参加して［楽しかった］と言

　　っていたこと、また元々ＮＧＯの活動に興味があった

　　ので参加しました。

Ｂ：僕は、去年ごろからＮＧＯの活動に興味を持ち始め、

　　実際にボランティア活動を他のＮＧＯで始めました。

　　それをきっかけに、もっと近くでＮＧＯの活動を見て

　　みたいと思ったからです。

Ｃ：私も国際協力活動に関心を持っていました。将来、

　　そのような活動に参加したいと思っていて､以前から

　　スタディツアーに参加したいなと思っていたのです。

　　今回のスタディツアーには､クリニックの見学がある

　　し、カンボジアは最も興味がある国なので､参加を決

　　めました。

Ｄ：私も将来、国際保健・医療に関係のある仕事をしてみ

　　たいと思っているので、このツアーに参加しました。

Ｅ：私はカンボジアの保健状況や問題点を実際に目にして

　今後の自分の勉強に活かしたいと思って参加しました。

F:以前から海外での活動に興味を持っていましたが、前

　　回のベトナムスタディツアーに参加した友達の経験談

　　を問いたことが決め手となって、参加を決めました。

G:私もスタディツアーに参加したことのある友達の話を

　　問いて参加を決めました。

一ＮＧＯの活動に興味を持っている人が多いようですが、

　スタディツアーに参加する前は、ＮＧＯの活動にどんな

　感想・イメージを持っていたのですか？

　　動」というイメージ。

Ｇ：「ＮＧＯ＝教育や保健衛生などの分野で人々の自立を

　　目指しながら支援している団体」という漠然としたイ

　　メージでした。

一みなさん､ＮＧＯについて､またその活動について色々な

　感想・イメージをお持ちだったのですね。ところで、ス

　タディツアーに参加する前に何か不安はありましたか？

Ａ：体調管理ですね。

Ｂ：寝坊して他の参加者に迷惑をかけるとか､パスポート

　　をなくしてしまうとか…。

Ｃ：私は特になかったです。

Ｅ：クメール語も英語も会話能力がないので、コミュニ

　　ケーションが上手くとれるか不安でした。

Ｆ：何か変な病気にかからないか心配していました。

Ｇ：私は、海外旅行が初めてだったので、出発前はちょっ

　　と緊張しました。

一実際に参加してみて､どんなことが印象に残りましたか？

Ａ：アンコール遺跡で､象に乗っていたとき、象が暴れそ

　　うになったこと（笑）。驚きました。

Ｂ：ツアー全体を通じ、都市部から郊外の村まで､色々な

　　角度からカンボジアをという国を見ることが出来まし

　　た。その中でも、現地スタッフと一緒にＡＭＤＡ事務

　　所で一泊した事が最高でした。

Ｇ：確かに､村と首都の人々との生活との違いは印象に残

　　りました｡もちろんアンコール遺跡には感動しましたね。

－AMDAの活動を視察した感想はどうですか？

Ａ：村の保健ボランティアの人々、日本から派遣されて

　　いるＡＭＤＡスタッフ、現地のAMDAスタッフの人問

　　関係が非常に良かったことが印象的でした。

Ｃ：私もプロジェクトに取り組む現地スタッフと保健ボ

　　ランティアさんの姿勢が印象的でした。「村を良くし

　　よう∩という懸命な思いが伝わってきました。私も
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　　将来、現地の方々と一緒に活動したいですね。

Ｇ：私は、専門の知識を持った現地のＡＭＤＡスタッフだ

　　けが､保健教育を行うのだと思っていました｡だから、

　　村の人が保健ボランティアになり､知識を身につけ他

　　の村人に伝えるということに驚きました｡でも村の人

　　は今日、食べて生活していかなきやいけない。そんな

　　状況の中で「保健」というものが、村の人にとって後

　　回しになっているように感じました｡もっと村の人に

　　とって「保健」が身近なものになるようにするにはど

　　うしたらいいのか疑問が残りました。

Ａ：僕も同じような印象を持ちました｡例えば手洗いや煮

　　沸した水を飲むことの重要性を村人に伝えるだけでは

　　なく、それを実際に行動に移してもらうことはとても

　　困難だとか…。

－スタディツアー期間中､みなさんが実際に保健教育活動

　を企画･実行した経験から感じたことも多いのではない

　でしょうか？

Ｃ：私は､保健教育活動の企画に参加して、様々な事情や

　　背景､制限の中で何か出来るかを考えていかなければ

　　ならず､その中での眼界を理解する必要性を感じました。

Ｄ：１つの問題が、他の分野の問題と切り離せないこと、

　　例えば保健医療の問題は教育や貧困の問題ともつなが

　　っていることを学びました。１つの問題に焦点を当て

　　るだけでは､完全な解決にはならないのですね｡理論

　　と理想と現実の差というものを､初めて実感しました。

一他のことが印象に残った方はいらっしやいますか？

Ｅ：私は､カンボジアの方々と理想の将来像について話し

　　たことが印象に残りました｡例えば理想とする将来像

　　に近づくためには､教育が必要であることについては

　　以前勉強していたのですが、他の部分､例えば政治に

　　対する思いやその問題点など､実際に現地の方の表情

　　とともに知ることが出来ました。

－このようなスタディツアーでは､ＡＭＤＡの活動視察はも

　ちろんですが､参加者同士の交流も魅力の一つだと思い

　ます。その点はいかがですか？

C:確かに､スタディツアーは意見や考え方を発占したり

　　聞いたり出来る場でもあり、自分にとってはとても刺

　　激になりました。

D:参加者それぞれが異なるバックグラウンドを持ってい

　　たので、１つの場面を見ても目の付け所が違うことが

　　とても新鮮でしたね。

－ところで、ツアーの日程はいかがでしたか？

Ａ：朝、起床時間が早いのがちょっときつかったですね。

Ｃ：あの暑さに驚きましたが、バスでの移動中に適度に

　　休息出来ました。

Ｄ：もう少し、現地の人の意見を聞ける時間があるとよか
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　　ったと思います。

Ｆ：とても充実していましたが､個人的には、もう少し小

　　学校で子ども達と交流する時間があれば嬉しかったで

　　すね。

一連日の早起きとあの暑さにもかかわらず､みなさん体調

　を崩すことなくツアー全日程を楽しんでいただけてよか

　ったです。ツアー期間中はレストランだけでなく、村で

　食事する機会もありましたが､カンボジア料理はどうで

　した？

Ａ：味が濃すぎず、日本人の好みにはあっていますね。

　　海苔スープ、最高でした！

Ｂ：僕は密かにカンボジア料理にビビッていたのですが、

　　とても美味しかったです。珍味（蟻と野菜の炒め物）

　　もあったけど、まぁそれもいい思い出です。

Ｇ：私も蟻を食べたのは初めてだったけど､意外と普通に

　　食べられて美味しかったです。

Ｅ：私は、「ﾄﾞ痢の予防」と［目の前の美味しそうな氷や

　　生野菜］の葛藤に苦しみました。

－では最後に､何かコメントがありましたらお願いします。

Ａ：僕は今回ＮＧＯの草の根活動を視察することが出来た

　　ので、次の機会にはＯＤＡの活動を見てみたいと思う

　　ようになりました｡他のＮＧＯなどの活動にも参加し、

　　勉強し、自分の考えをはっきりと持つことが出来たら

　　再度ＡＭＤＡの活動に参加したいですね。その時はも

　　っと大きな収穫があるだろうなと思います。

Ｅ：現地を訪問し､学べることを最大限に吸収するために

　　は、もう少し乍前勉強が必要だと思いました。他に、

　　思うように現地の方と会話を進めることが出来なかっ

　　たのが残念でした｡通訳の方がいるものとばかり考え

　　ていたので苫労しました。

Ｇ：今までは、学校の授業の時でも、目本に住んでいる私

　　たちの生活価値観で､他国の生活のことを考えようと

　　していました｡今回のツアーで現地状況を知ることの

　　大切さを感じました｡このツアー期間中に考えた色々

　　な疑問点は､これから考えていきたいと思っています。

にの記事は､スタディツアー参加者を対象としたアンケートをも

とに、回答者の同意を得た上で編集・掲載しております。写真の

一部は、参加者提供です。なお、このスタディツアーは旅行会社、

株式会社道祖神の主催で行われました。文責：竹久佳恵）

バイヨンの前で：

２日目。アンコー

ルトムを見学。

‾'冒



ＨＣ見学：４日目。カンボジアの公的医療機関で

ある保健センターを見学｡保健センターに勤務する

医療従事者から説明を受ける。

マテリアル作り：保健教育は｢衛生｣について『手

を洗う大切さ』を『劇』で表現することに決定｡必要

な材料を作る｡これは｢ばい菌丿役用のお面。

劇：劇の様子｡これは手洗いをしていなかった子ど

もが下痢になって､母親と一緒に保健センターに行

った場面。

事務所で夕食：４日目の夜は､AMDA現地事務所

に宿泊。現地スタッフと一緒に夕食を楽しむ。中に

は参加者が調理した料理も!

練習：明日の本番に備えて練習｡でも22時になる

と事務所に電気が来ない!急がなきや!

村で：劇を行ったDoung村で､村の保健ボランテ

ィアさん､集まった村の方々と一緒に記念撮影。

い
Ｉ
Ｔ

グループワーク：４日目。保健教育を参加者が

企画｡グループに分かれて､保健教育のテーマにつ

いてディスカッション。

劇が始まる前：５日目。企画した保健教育を

Doung村で行う｡沢山の村の方を前に緊張。

小学校で：５日目の午後は､日本カンボジア友好

小学校へ移動｡子ども達と､カンボジアの伝統的な

遊びを楽しむ｡これは石投げゲーム。

ＡＣＣ見学：最終日。プノンペン市で運営しているAMDAカンボジアクリニックを見学。見学後は､カンボジアの保健衛生状況、

ＡＭＤＡの活動､プロジェクトについて､最終日まとめとして活発な質疑応答が行われました。
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株式会社 廸
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みなさんのちからを

　必要とする人たちがいます

●

〒108-0014　東京都港区芝5･13-18　MTCビル9階

TEL : 03-3455-6111　FAX : 03-3455-2442

〒530-0001大阪市北区梅田2-5-25ハービスPLAZA3階

TEL : 06-6343-7725　FAX : 06-6343-6328

ホームページ:　　http://www.dososhin.com

メールアドレス:　info＠dososhjn.com

な
ら
ｙ
Ｊ
ｏ
⊂
「
Ｓ
一
‐
1
9
4
1

‐

2
0
0
5
弁
5F
19

２
０
０
５
４
５
Ｆ
１
１

Ｒ
ｎ
／
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

口
肺
司
（
４
Ｒ
Ｉ

　
i
7
0
1
‐
1
2
0
2

ｍ
脇
句
）
く
ｏ
［
・
Ｓ
ｚ
0
.
5
　
1
9
9
5
瀬
1

1
1
1
2
7H

　
屈
Ｅ
冊
ま
ご
ご
芯
ム
　
　
Ｈ
ｍ
L

0
8
6
‐
2
8
4
‐
7
7
3
0 禰

山
繭
喪
瑞
器
腸
測

F
A
X
0
8
6
‐
2
8
4
‐
8
9
5
9 随

諭
Ｑ
ｏ
ｏ
３

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ｔ
‐
Ａ
４
‐
ｙ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
m
d
a
.
o
r
.
j
p
/


